
 

事  務  連  絡 

平成 27 年 6 月 25 日 

 

各都道府県 

 廃棄物処理担当部局 御中 

 

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部  

 廃棄物対策課 

 

 

適正処理困難な廃棄物の処理体制の整備について 

 

 

日頃から廃棄物行政の推進につきましてご尽力いただき厚く御礼申し上げます。 

環境省では、毎年実施している全国廃棄物・リサイクル行政主管部局長会議等におい

て平成 21 年度より毎年、ごみ収集車両や破砕施設での事故防止の観点から住民にエア

ゾール缶やカセットボンベの穴開けを指導している自治体もあるが、充填物の残ったエ

アゾール缶やカセットボンベに不適切な方法で穴を開けると火災が発生するおそれも

あることから、これらを廃棄する際、穴開けをしない方向が望ましいと考えている旨周

知してきたところである。 

しかしながら昨今、廃棄する際のエアゾール缶やカセットボンベの穴開けが原因とみ

られる火災による死亡事故が繰り返し発生したことを踏まえ、改めて貴都道府県におい

ては、管内市町村に対し、上記の考え方を周知し、地域の実情を踏まえつつ、積極的な

対応をとるよう、周知・助言をお願いしたい。 

なお、平ボディ車を使わず、パッカー車を安価に改良することで穴開け不要の分別回

収を可能としている事例もあるので参考にされたい。 
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